
獨協医科大学埼玉医療センター

第６次地域保健医療計画に基づく病院整備状況

令和元年７月１１日

令和元年度第1回埼玉県東部保健医療・地域医療構想協議会
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■医療機関名 : 獨協医科大学埼玉医療センター

■開設主体 : 学校法人獨協学園

■所 在 地 : 埼玉県越谷市南越谷２－１－５０

■許可病床数 : ９２３床

■診療受付時間：午前8:30～10：30

■開設の趣旨 ：首都圏のベッドタウンである埼玉県東部地域における

基幹病院として、他の医療機関や施設との機能分担を

図り、地域医療のニーズに応えることを目的とし設立。

１．病院概要
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役 職 者

■学校法人獨協学園 理 事 長 寺 野 彰

■獨協医科大学 学 長 吉 田 謙一郎

■獨協医科大学埼玉医療センター

病 院 長 岡 田 弘
副 院 長 奥 田 泰 久

〃 玉 野 正 也
〃 高 野 弘 志

薬剤部長 上 野 正 夫
看護部長 多 田 則 子
事務部長 赤 坂 正 己
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沿 革
◆昭和５９年６月 診療開始 （２３７床）

◆平成１０年５月 救命救急センター診療開始

◆平成１１年９月 災害拠点病院の指定

◆平成１８年６月 ＤＰＣ導入

◆平成２０年２月 地域がん診療連携拠点病院の指定

◆平成２２年２月 後発医薬品の本格導入

◆平成２３年６月 電子カルテ稼動

◆平成２４年10月 附属腎・予防医学センター（現越谷クリニック）開設 （越谷駅東口）

◆平成２５年８月 第６次埼玉県地域医療整備計画により２００床増床承認（９２３床）

◆平成２６年１月 病院機能評価Ver.1.0認定

◆平成２７年10月 第二次救急医療病院群輪番制病院への参加

◆平成２８年１月 搬送困難事業（６号基準）受入医療機関支援事業への参加

◆平成２９年10月 地域医療支援病院認定

◆平成２９年11月 新棟竣工（越谷病院から埼玉医療センターに名称変更）

◆平成３０年４月 地域周産期母子医療センター認定

◆平成３１年４月 難病診療連携拠点病院

◆平成３１年４月 がんゲノム医療連携病院
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病 院 組 織
診療部門（２９） 内科系（１１） 糖尿病内分泌・血液内科、 呼吸器・アレルギー内科、 消化器内科、循

環器内科、腎臓内科、脳神経内科、小児科、こころの診療科、皮膚科、

放射線科、総合診療科

外科系（１８） 外科、乳腺科、第一整形外科、第二整形外科、心臓血管外科、呼吸器

外科、小児外科、産科婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、脳神経外科、泌尿

器科、形成外科、救急医療科、集中治療科、麻酔科、歯科、リハビリ

テーション科

中央部門（２３） 総合患者支援センター、腫瘍センター、子どものこころ診療センター、内視鏡センター、透

析センター、前立腺センター、遺伝カウンセリングセンター、リプロダクションセンター、超

音波センター、血管内治療センター、周産期母子医療センター、移植センター、放射線治

療センター、低侵襲治療センター、臨床検査部、放射線部、病理診断科、手術部、臨床工

学部、輸血部、診療記録管理部、材料部、栄養部

その他（１５） 附属越谷クリニック、救命救急センター、図書室、薬剤部、看護部、事務部、医療安全管

理室、感染制御部、臨床研修センター、臨床研究支援室、健康管理センター、共同研究セ

ンター、医療情報センター、実験動物センター埼玉分室、女性医師支援センター
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職 員 数 １，７３９名（平成３０年度）

（内 訳）
・医 師 ３１４名（常勤のみ）
・看護師 ７４７名
・薬剤師 ５２名
・臨床検査技師 ６６名
・放射線技師 ５２名
・リハビリテーション技士 ４１名
・臨床工学士 １５名
・臨床研修医 ６２名
・事務職員 １５４名
・医療クラーク ３９名
・その他（栄養士、臨床心理士、看護補助、ほか) １９７名
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平成３０年度の主な実績

・外 来 患 者 数 ： 年間 502,293名［+14,255名］

:   １日平均 1,800.3名［+   63.6名］

・入 院 患 者 数 ： 年間 252,187名［+6,567名］

:    １日平均 690.9名［+ 18名］

・病 床 稼 働 率 ： 93.6％ ［+3.0％］

・平均在院日数 ： 11.6日 ［🔼0.6日］
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２．病院整備計画の概要
第６次埼玉県保健医療計画に２００床増床

・周産期医療、救急医療の充実等

新棟概要

・平成２９年１１月完成

・外科系の病棟を中心に４１１の病床

・２２室の手術エリア

手術支援ロボット「ダビンチ」、ハイブリット手術室、CT併設の手術室

移動型CT隣接手術室ハイブリット手術室
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新棟病棟エリア

廊下 デイルーム

個室 ４床室 10



手術エリア

エントランス 廊下１

廊下２ 手術室
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周産期エリア

LDR MFICU入口

GCUNICU
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救急車受入台数推移

3,433 3,441

4,858
4,710

4,921
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手術件数推移
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病床稼働スケジュール（増床許可から現在）

年度 取組内容 稼働病床

2013
第６次埼玉県保健医療計画
において２００床増床

723

2017

新棟開設（４１１床）

699

既存病棟の改修

2018

周産期母子医療センター開設
（MFICU 3床、NICU 3床、GCU 6床）

738

ＩＣＵ稼働、ＳＣＵ増床
脳神経外科病棟改修、小児病棟改修

2019

内科系病棟改修（前期）

803

ＨＣＵ（8床）稼働
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今後の病床稼働予定

年度 今後の取組内容 稼働予定病床

2019 内科系病棟改修（後期） 830

2020

ＳＣＵ増床、内科系病棟稼働

897

周産期病棟稼働
（MFICU+3床、NICU+3床、GCU+6床）

2021 救命ＩＣＵ改修（＋８床） 905

202X
周産期病棟稼働
（MFICU+3床、NICU+3床、GCU+12床）

923
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▶地域医療機関との機能分化を図り
高度で良質な医療を提供

～地域の基幹病院として、高度急性期病床を担う～

・周産期母子医療センター ：

ＭＦＩＣＵ 9床(3) ＮＩＣＵ 9床(3) ＧＣＵ 24床(6)

・救命救急センター ： 救急ＩＣＵ 18床(10) 救急後方 24床(24)

・そ の 他 ： 院内ＩＣＵ 10床(10) ＳＣＵ 18床(15) ＨＣＵ 8床(8)

⇒ 最終的に１２０床の高度急性期病床をフル稼働

（ )内は令和元年6月現在 計79床
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Ｂ病棟 Ａ病棟

８階

Ｅ病棟 Ｆ病棟

７階 糖血内科 呼・アレ内科 改修エリア ７階 婦人科・女性病棟 泌尿器科

52 51 美装エリア 45 45

６階 消化器内科 循環器内科 ６階 形成外科・皮膚科 整形外科

54 54 45 45

５階 脳神内・腎内 内科混合 ５階 個室 ５階 外科 外科・乳腺

54 36 14 45 45

４階 小児病棟 ４階 脳神経外科 ４階 耳鼻咽喉科 眼科

42 36 45 45

３階 産科 周産期 ３階 ３階 SCU ３階 ＩＣＵ10　ＨＣＵ8
心臓血管外科
呼吸器外科

17 42 18 18 33

２階 救命病棟 ２階 ２階 救命ＩＣＵ ２階

24 18

１階 １階 ＭＲＩ １階 救命救急センター １階

ＣＴ 時間外外来

管理部門

手術室 22室

栄養部・材料部・病理診断科
ペインクリニック・臨床研修センター他

薬剤部・事務部他

管理部門

2号館（Ｃ病棟）

3号館（Ｄ病棟）

化学療法

一般撮影

診療科外来
内視鏡

外来

4号館

1号館

診療科等配置図（改修終了後）
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４．医療連携の現状

▶高度急性期、急性期治療を終えた患者
の転院の状況

▶サブアキュート患者の受入状況と課題

▶働き方改革に伴う当院の体制
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ご清聴ありがとうございました
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